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第 1 編では麦芽根中に存在する工業的に利用可能な酵素の検索を目的に， 種々な酵素活性を測定
し， αーおよびß- アミラーゼ・インベルターゼ・プロテアーゼなどの他に強力な核酸分解酵素の存在
することを示した。
第 2 編では麦芽根の核酸分解酵素系について詳細に検討し， リボ核酸から 5'ーヌクレオチドを生成
するリボヌクレアーゼ!と 2'， 3'ーサイクリックヌクレオチドを経て 2におよび 3'ーヌクレオチドを




さらに，これらの酵素の諸性質を検討した結果， リボヌクレアーゼ I が他の酵素に比べ熱に安定で
あり，特に亜鉛イオンの存在下で特異的に耐熱性を増すことを見い出し，この性質を利用して，適当な
条件で熱処理を行なうことにより， リボヌクレアーゼ I のみを残し不必要な酵素を失活させ得る乙と
を認め，麦芽根酵素を用いてリボ核酸から 5'ーヌクレオチドを製造する乙とが可能なことを示した。
第 3 編では麦芽根の核酸分解酵素を利用した 5'ーイノシン酸および 5'ーグアニノレ酸の工業生産を目
的に工業用酵母リボ核酸を原料として諸条件の検討を行ない，その結果をもとに実施した中間工業装
置における生産実験までの結果を示した。
核酸分解条件については第 2 で得た知見を基に，さらに詳細な検討を加え，麦芽根抽出液を10- 3 モ
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ノレの亜鉛イオンの存在下 pH4--7 において 70--75 0C， 5 --20分間熱処理し， pH6 附近， 60--650C 
でリボ核酸に作用させることにより 80%以上の収率で 5'ーヌクレオチドが得られること，および麦芽























出液のかわりに麦芽根そのままを用い， リボヌクレアーゼ I が他の酵素に比し耐熱性が高く，亜鉛イ
オンによって特異的に耐熱性を増すことを利用して不用な酵素を失活せしめ，不溶酵素として分解に
利用する新しい方法を確立し，さらに，乙れに関連した精製方法をも確立したもので，工業生化学，並
びに醗酵工学に貢献するところ大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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